
　動物と人の医学を一体と捉える「ワンメディシ

ン」という考え方があります。近代病理学の父、

ウィルヒョウは、既に19世紀「対象は異なっても、

そこから得られる経験は、あらゆる医学の基本を

なす」と言っています。これを感染症にあてはめ

てみましょう。

　ガンの一部は、感染症によることが知られてい

ます。人では子宮頸ガンの原因が特定の型の

パピローマウイルス（PV）であると判明し、予防

ワクチンが実用化されていますが、それ以前に、

様々な動物のPV研究がありました。ワタオノウ

サギという動物のイボから発見されたPVが、動

物で実験的にガンをつくることは90年も前に報

告されています。動物のガンにも多様なPVが関

与すると考えられますが、詳細は未だに不明で

す。近年、犬猫等でも長寿化に伴いガンが増え

ていますが、我々は動物PVの多様性解析や

病態解明、さらに制御の研究を行っています。

　一方で、20世紀末、新たな動物由来（人

獣共通）感染症が相次ぎました。背景に環境

破壊とグローバル化が指摘され、人類への警

鐘と言われました。奥地の開発で、未知の野

生動物の病原体に遭遇し、地域の感染症が

グローバルに広まってしまう。こ

こには人間活動が大きく関

わっています。こうしたことから、

動物や生態系、環境の健康

が人間の健康に繋がることが

強調され、21世紀には「ワン

ヘルス」の概念が提唱されま

した。

　動物の感染症は、家畜の

損失が食料の安定供給を

脅かしたり、畜産物に残存す

る病原体が感染源となること

から、発生地域の畜産物の

移動・輸出ができなくなる等、経済にも打

撃を与えます。人は他の命をいただいて生

かされる存在です。増加する人口を支える

食料、グローバル化で蔓延する感染症、

これらの課題解決には、地球規模で専門

分野横断的なアプローチが求められます。

「ワンヘルス」を念頭に、獣医学の視点か

ら、レギュラトリーサイエンス（解説欄参照）

に繋がる研究を推進し、多様な動物の感

染症対策に取り組んでいきます。

ワンヘルス（One Health）とは、3つの健康、すなわち人・動物・環

境の健康は相互に密接に関係しているため、それらを総合的に良い

状態にすることが真の健康である、という概念です。

地球上の多様な生物との関係の中で生かされる人類という視点を忘

れず、動物の感染症に挑みます。

獣医学専攻　感染制御学研究室
（OSG 国際防疫獣医学　特任教授）
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■ 越境性動物疾病 （Transboundary Animal Disease: TAD）
国境を越えて蔓延し、発生国の経済、貿易、および食料の安全保障に関わる重要性を持ち、か
つ、その防疫には多国間の協力が必要となる動物の感染症を指します。豚熱（豚コレラ）や、豚
熱と症状は類似するもの
の全く別のウイルスで起
こるアフリカ豚熱（アフリ
カ豚コレラ）といったブタ
やイノシシの病気は、人
には感染しませんが、甚
大な被害をもたらす越境
性動物疾病です。また口
蹄疫や高病原性鳥イン
フルエンザも代表的な越
境性動物疾病です。　

詳しくはこちら、 http://www.vm.a.u-tokyo.ac.jp/kansen/index.html
http://www.academy-nougaku.jp/pdf/bullettin036/bullettin036_07_haga.pdf

■ パピローマウイルス （Papillomavirus）
皮膚や粘膜に感染して乳頭種（papilla 乳頭＋oma 腫瘍）と呼ばれる
良性腫瘍（イボ）や悪性腫瘍（ガン）を引き起こすウイルス。人では高リス
ク型と呼ばれる一部の型のヒトパピローマウイルスが子宮頸ガンの原因
として知られます。犬や猫、牛や馬など、それぞれの動物種に特異的なウ
イルスがあり、例えばイヌパピローマウイルスは犬にしか感染せず、現在
１型から２4型まで多様な型が知られていますが、未知の型も多く存在す
ると考えられ、その病態への関与等、詳細は不明です。
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イイヌヌパパピピロローーママウウイイルルススにによよるる犬犬のの悪悪性性腫腫瘍瘍（（ガガンン））

　人類は生物種としてこの数世紀で驚異的に増え

ました。その成長は、食料や生活資材の供給源とし

ての動植物との共存によって支えられています。

　人類は長い歴史の中で野生種を選抜・馴化・品

種改良して栽培化や家畜化に成功しました。それが

人類の定住化を促し、そして文明化を導いたという

説があります。その中で家畜化の一形態であるペット

は古代から存在し、人間と動物との温かい関係性

が指摘されています。その一方で家畜と共存すること

には感染症との闘いをもたらす厳しい側面もあったと

言われています。

　共存と言ってもその相手になったのは人類にとっ

て都合のよい動植物に偏っています。たとえば穀類

の栽培面積では小麦、トウモロコシ、稲が、家畜の飼

養頭羽数では牛、羊、ヤギ、豚、そして鶏が圧倒的

です。長い年月をかけて選択されてきましたが、近代

農学によってさらなる選りすぐりの改良を施されて、ま

すます個体数を増やすことになり、グローバル社会で

爆発的に増加した人類の食を支えてきました。生物

としての生存戦略からすると、人類との共存は大成

功だと言うことになるでしょう。

　ただ、人類と共存した動植物の拡大は、その他の

生物の生存を制約し、生物多様性・生態系保全に

脅威をもたらしています。われわれは20世紀の最後

の数十年にこのことへ強い懸念を覚え始めました。

地球の有限性への認識もあいまって、現代の農学

の視座を大きく変えることになり、新たな共存の姿が

模索されているのです。

共存する
　

From the Dean’s Office

東京大学大学院農学生命科学研究科長 ･ 農学部長

中嶋 康博

図1　ワンメディシンからワンヘルスへ
環境破壊やグローバル化で新たな動物由来感染症が注目され、19世紀に提唱され
た「ワンメディシン」から、さらに生態系や環境の健全な状態が重要との認識が広がり、

「ワンヘルス」が提唱されました。

教えて！Q&A

図3  イヌパピローマウイルスによる犬の悪性腫瘍（ガン）
［獣医病理学研究室　チェンバーズ助教　提供］

図4  越境性動物疾病の対策

■ レギュラトリーサイエンス （Regulatory Science）
科学技術の成果を人と社会に役立てることを目的に、根拠に基づく的確な予測、評価、判断を行い、科学技
術の成果を人と社会との調和の上で最も望ましい姿に調整するための科学。別の言い方をすれば、科学的
知見と、行政措置などの規制との間の橋渡しとなる科学です。獣医領域の感染症制御には、レギュラトリーサ
イエンスを念頭に、技術開発のみならず、人文社会学や政治経済学的なアプローチから、効果的な制御法の
提言を行ったり、啓発活動を行うことも重要です。
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動物の感染症に挑む
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伴侶動物では、寿命の伸びに伴い、悪性腫瘍が増加

（BPV1など、例外的に馬に感染）

PAVE（https://pave.niaid.nih.gov/index）による（2023.6現在） 

ヒト
HPV1-229

図2　パピローマウイルス（PV）の多様性
ヒトや各種動物には、それぞれ特異的なPVが存在し、腫瘍に関与している
と思われます。我々は、分子疫学的研究から、これまで新型の動物PVをい
くつも発見し、PV関連疾病の病態解明と予防を目指します。
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